
令和元年 11 月 11 日 

市政記者各位 

 

平和祈念展 in 福岡 
―みらいへ伝える体験者の記憶― 

 
平和祈念展示資料館（東京・新宿区）は、さきの大戦における兵士、戦後強制抑留者、海外か

らの引き揚げ者の労苦を多くの人たちに知って頂くため、全国各地で展示会を開催しており、この

たび、日本最大級の引き揚げ港である博多港を有する福岡市において、下記のとおり開催するこ

ととなりました。 

 つきましては、取材および広報にご協力いただきますようお願いいたします。詳細は添付してお

ります平和祈念展示資料館の資料およびチラシをご覧ください。 

 

記 

【開催概要】 

（1） 開催期間：令和元年 11 月 21 日（木）～令和元年 11 月 26 日（火） 

（2） 開催時間：9 時 30 分～18 時まで ※22 日（金）、23 日（土・祝）は 20 時まで 

（3） 開催場所：福岡アジア美術館 交流ギャラリー（リバレインセンタービル 8 階） 

（4） 入 場 料：無料 

（5） 主   催：平和祈念展示資料館（総務省委託） 

（6） 共    催：福岡市 

（7） 後    援：福岡県、福岡県教育委員会、福岡市教育委員会、西日本新聞社 

 

【ギャラリートーク】 令和元年 11 月 21 日（木）14 時～（約 40 分） 

平和祈念展示資料館の学芸員による展示解説を行います。 

 展示会場にお集まりください。事前申込は不要です。 

 

 

また、この平和祈念展とは別に、福岡市では市民福祉プラザ（ふくふくプラザ）1階ホール横ホワ

イエ(中央区荒戸３丁目３番３９号）において、戦後博多港が引揚援護港として果たした歴史的役

割や戦争の悲惨さを後世に伝え、平和の願いを新たにするため、平成 23 年から資料展「引揚港・

博多」を常設しています。この機会にぜひこちらもご覧ください。 

 

【問合せ先】 保健福祉局総務企画部総務課  担当：太田、山口 

TEL：711-4493（内線 2024） FAX：733-5587 

資料展「引揚港・博多」 ～苦難と平和への願い～ 

 昭和 20（1945）年の終戦直後、博多港は日本最大級の引揚援護港であり、日本人引揚

者約 139 万人を受け入れ、朝鮮半島や中国の人々約 50 万人を故国へ送り出しました。博

多港に引き揚げてきた方々から寄贈された、貴重な資料の数々。苦難の道のりと平和を願う

気持ちを、現代に生きる私たちに伝えてくれます。 
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平和祈念展示資料館から展示会のお知らせ               令和元年 11月 11 日 

 

平和祈念展 in福岡 
みらいへ伝える体験者の記憶 

 

平和祈念展示資料館（東京・西新宿）は、さきの大戦における、兵士、戦後強制抑留者、海外  

からの引揚者の労苦を広く知ってもらうための施設です。また、より多くの人たちに体験者の  

労苦を伝えるため、全国で展示会を開催しています。 

平和祈念展 in 福岡では、兵役に関する公文書や装備品、シベリア抑留者の収容所での過酷な 

体験を物語る衣服や書簡、引揚げ時の混乱を示す書類や引揚者の持ち物など、当資料館が所蔵  

する代表的な資料を展示します。 

併せて、特別展示として共催の福岡市が所蔵する、引揚港・博多に関する貴重な実物資料を展示

し、さまざまな視点から体験者の記憶をたどります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《《《 開催情報 》》》 

開催日時：令和元年 11 月 21 日（木）～11 月 26 日（火） 9:30～18:00 
※22 日（金）、23 日（土・祝）は 20:00 まで 

会  場：福岡アジア美術館 8F 交流ギャラリー 
（福岡県福岡市博多区下川端町 3-1 リバレインセンタービル） 

入 場 料：無 料 

主  催：平和祈念展示資料館（総務省委託） 

共  催：福岡市 

後  援：福岡県、福岡県教育委員会、福岡市教育委員会、西日本新聞社 

 

お問い合わせ 平和祈念展示資料館 https://www.heiwakinen.go.jp 

TEL：03-5323-8709 / FAX：03-5323-8714 

〒163-0233 東京都新宿区西新宿 2-6-1 新宿住友ビル 33 階 

       担当：熊倉、伴野 

シベリア抑留者が飢えに耐えかね、 

袖の部分をパンと交換した防寒外套 

（平和祈念展示資料館所蔵） 

博多引揚援護局が発行した 

引揚証明書 

（福岡市所蔵） 

満州から引き揚げる途中、母親が 

娘に着せるため、亡くなった赤ん坊の 

おむつで作ったワンピース 

（平和祈念展示資料館所蔵） 
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【展示会内容】※予定 

■平和祈念展示資料館の資料展示 

＊兵士コーナー 

さきの大戦において、国のために家族を残し、危険な戦地に向かい、命をかけて戦務に従事し、大変

な労苦を体験された方々について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨時召集令状（平和祈念展示資料館所蔵） 
 

千人針（平和祈念展示資料館所蔵） 
 

 

＊戦後強制抑留コーナー 

戦争が終結したにもかかわらず、シベリアを始めとする旧ソ連やモンゴルの酷寒の地において、  

乏しい食糧と劣悪な生活環境の中で過酷な強制労働に従事させられた方々について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

俘虜用郵便葉書（平和祈念展示資料館所蔵） 
 

手製の食器類（平和祈念展示資料館所蔵） 
 

 

＊海外からの引揚げコーナー 

敗戦によって外地での生活のよりどころを失い、身に危険が迫る過酷な状況の中をくぐり抜けて、

祖国に戻ってこられた方々について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収容日誌（平和祈念展示資料館所蔵） 
 

引揚者乗車票（平和祈念展示資料館所蔵） 
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■福岡市の資料展示 

＊特別展示「引揚港・博多」 

終戦直後、博多港は日本最大級の引揚港として、多くの人々を受け入れました。引揚者が持ち帰った

物や引揚援護に関する資料を通して、引揚港・博多の歴史を伝えます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

柳行李（福岡市所蔵） 引揚者腕章（福岡市所蔵） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

衣料切符（福岡市所蔵） 毛布（福岡市所蔵） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

博多埠頭内宿泊所で荷物の整理を行う満州からの引揚者

（米国立公文書館資料） 

博多埠頭内の光景 羽釜を囲んで（米国立公文書館資料） 

 
 

■関連イベント 

＊ギャラリートーク 

 平和祈念展示資料館の学芸員による展示解説を行います。 

 日 時：11 月 21 日（木）14:00 から［約 40分］ ※事前申込不要 
 
＊ワークショップ 

 満州からの引揚者が見た赤い夕日をイメージ 

しながら、ビー玉で万華鏡をつくります。 

 日 時：11 月 24 日（日）9:30～16:30 

※先着 200 名 

 

平和祈念展示資料館（総務省委託） 

〒163-0233 東京都新宿区西新宿 2-6-1 新宿住友ビル 33 階 

TEL：03-5323-8709 https://www.heiwakinen.go.jp 

「赤い夕陽のなかをひたすら歩く」 

ちばてつや画 
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